












































































































し， 早くも江戸時代の中期から，その理想像はもはや維持できなくなっ た。 新しい都市の町民の
活動による商業や手工業の生産の増大は考え方の刷新を求めた。いわゆる「貴穀賎金」の思想は
アナクロニズムであ った。さらに，土地から離れた武士は大名の城下町に集中した。荻生狙株に





















































う。 こちらは「人間の共同生活の基礎をなす物質的財貨の生産 ・分配 ・消費の行為 ・過程，並び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）にそれを通じて形成される人と人との社会関係の総体」であるが，日本語の本来の意味の「経
済」は，有徳の君主を手本にする儒教の道徳に基づいた，法や倫理や正義を含む哲学的なシステ

















































































































































































































む。 食はこれを以て足り ，器はこれを以て堅く ，財はこれを以て通ず。これを用ふる者損な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５８９）
２５２ 立命館経済学（第４５巻 ・第６号）
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